
受理
番号 質問者 主な質問項目

１．所有もしくは相続される不動産への管理責任と支援ついて
　山林、農地、宅地、建物などの不動産に関する個人の管理責任と、行政の法的管理制約の状況、支援
　制度について問う
２．空き家バンクの運営状況と今後の展望について
　空き家バンク制度の現状と人口減少を見据えた将来への展望について問う
３．本年10月からのカスハラ対応・対策の進捗状況について
　令和７年12月定例会で質問した、ハラスメント対策に関する対応策の進捗状況について問う
１．幸せなまちづくりの取り組みについて
　①非核３原則宣言の町の町長として平和なまちづくりの見解を問う。
　②「平和の町」として佐川町をアピールしては。
　　・「非核宣言の町」を周知させる取り組みを求める
　　・平和教育の取り組みについて
２．小中学生の副教材費の補助について
　①憲法第２６条「義務教育費は無償とする」についての見解を問う。
　②小中学生の副教材費と保護者の負担額について
　③副教材費の補助はできないか
３．２０２６年度職員の定数と配置について
　　（職員の育成、専門性を重視した職員の配置を求める）
　①定数条例に基づいた職員配置の状況について
　②退職職員数と退職理由の内訳・若年退職について
　③一般行政職と専門職のかかわりについて
　④会計年度職員の配置について
１．公共施設の運用について
　①黒岩中学校の現状と今後の方向性について
　②佐川町民プールの施設について
　　・施設老朽化の状況は？
　　・今後の方針は？
２．総合計画について
　①第6次総合計画内の企業誘致について
　　・住民アンケートをどう受け止めているか？
　　・前期総合計画の情報公開は？
　　・企業誘致の現状、具体的な方向性はあるか
　　・第6次総合計画内の成果指標について
　　・積極的な企業誘致を進めてみてはどうか？
１．ふるさと納税について
　①これまでの実績と今後の課題について
　②事業者支援と連携体制について
２．集落活動センターの持続可能な運営について
　①集落活動センターの役割と今後の位置付けについて
　②施設管理運営の実態把握と公平性について
　③地域活動を支える持続可能な支援体制について
３．町民への情報発信のあり方について
　①町HP・公式LINE等の情報発信基準について
　②「さくらさいたねっと」終了後の子育て情報発信について
　③防災・緊急情報の継続的な周知と住民への注意喚起について
　④住民に伝わる広報体制の整備について
１．道の駅について
　①道の駅は開業後6月で3年となるが、経営内容やその他を問う
　※経営の収支内容を細かく聞く
　※今後の運営について、アドバイザーを中心に進めていると思うが具体的にどの様な方向性に進めて
　　いるのか？
２．黒岩河川改修について
　①河川改修の質問は前回、前々回の議会でも質問したが、その中で町長は県への陳情で財源確保を
　　進めて行くと答えたが、どの様な形で県への陳情を進めて行くのか？

質問者及び主な質問項目

令和８年６月佐川町議会定例会一般質問

1 下川芳樹

2 安田節子

3 齋藤　光

4 東祐太朗

5 中村卓司

- 1 -



受理
番号 質問者 主な質問項目

質問者及び主な質問項目

令和８年６月佐川町議会定例会一般質問

１．子ども・子育て支援金について
　①本制度の内容の説明をお願いします。
　②被保険者の負担増がどの程度になるか
　③子ども子育て関連事業について、財源内訳（国費、県費、町費）はどうなっているか？
　　・そのうち、町独自の事業をどのように考えているか
　　・事業費はいくらか
　　・これまでの事業についても、動いてないものについては廃止または削減しその財源を住民負担の
　　　軽減に充てるべきと考えるがいかがか
２．教育におけるデジタル化について
　　・デジタル教材を現在どの程度活用しているか
　　・デジタル教材導入に関する成果測定はおこなっているか
　　・デジタル教材導入前と導入後でプラス面、マイナス面があれば教えて下さい
　　・海外においてはデジタル教材から教科書に戻す動きが出ているが本町においては、マイナス面の
　　　克服にどう努めるか
３．いじめ防止対策について
　　・本町におけるいじめと認定される件数はいくつあるか
　　・学校教育現場に携わる教員について、「いじめの解決」ではなく、「いじめがゼロであること」が昇進
　　　のための条件の1つになっている可能性はあるか
　　・本町として、いじめ対策をきちんと定めるべきと考えるがどうか
　　　（※教員は聖職労働者ではない）
　　　（子どもを教え導く役割と認識しているか）
４．救急車の有料化について
　　・救急車の要請のうち、緊急を要さない利用はどの程度あったか
　　・県が市単位で「緊急性がない救急車の利用における有料化」を進めている例もあり、本町において
　　　導入の考えはあるか
５．地域創生について

　　・現状、地域の産業などの振興策として、どのようなことを行なっているか。また成果はどうなっているか

　　・地域創生を軸に事業を行なっている民間企業があるが、本町において地域創生のためにそうした
　　　活用を今後進める可能性はあるか
１．自治会の持続可能性と町の関わり方について
　①自治会に期待される役割と町の支援制度の現状について。
　②未加入者の増加や担い手不足を踏まえた自治会運営のあり方について。
　③自治会長の引き継ぎ支援、ごみステーション管理など、町の具体的な関わり方について。
２．外国人人材の受け入れ方針と地域摩擦予防について
　①外国籍住民、在留資格、就労分野、受入事業所等の現状把握について。
　②転入初期の生活支援、苦情把握、事業者・関係団体との連携について。
　③防災・医療・庁内情報共有など、地域で安心して暮らすための体制整備について。
　④人口規模や地域負担を踏まえた、町としての受け入れ方針について。
３．佐川高等学校の存続・魅力化と地域への影響について
　①地域コンソーシアム、ワーキンググループの現状と、令和8年3月定例会以降の進捗について。
　②佐川高校がなくなった場合の人口、働き手、地域産業、地域活力への影響について。
　③佐川高校の魅力化が進んだ場合に期待される効果と、町としての投資・実行体制について。
４．道路の安全確保と維持管理の基準について
　①町内の道路における路面標示、横断歩道等の劣化状況の把握と対応について。
　②所管ごとの点検・補修体制、通学路や高齢者動線を踏まえた安全管理について。
　③国道33号線沿いに建設中のドラッグストア付近の交通安全対策について。

6 宮﨑知惠子

7 岡林哲司
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